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  特別警報は、テレビやラジオ、防災無線など、さまざまな方法で伝えられます。特別警

報が発表されたら、ただちに命を守るための判断・行動をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　防災安全課危機防災担当　 23-5144

　　　　　　　　　　　　　　　　仙台管区気象台総務部業務班　 022-297-8102

重大な災害を伝える「特別警報」

特別警報は、さまざまな方法で伝えられます
種類 特別警戒に該当する過去の主な災害

大雨 平成 23 年台風第 15 号

暴風 昭和 34 年伊勢湾台風

高潮 昭和 34 年伊勢湾台風

波浪 昭和 34 年伊勢湾台風

大雪 昭和 56 年豪雪

津波 平成 23 年東北地方太平洋沖地震

火山噴火 平成 12 年三宅島噴火

地震 （地震動）
平成 23年東北地方太平洋沖地震、
平成 20 年岩手 ・宮城内陸地震

自分に合った方法で、情報収集を行ってください

気象情報や避難に関する情報に注意し、必要が

あれば避難しましょう。

特別警報が発表されていなくても、早めの行動

が大切です。

特別警報が発表されるまでの流れ（大雨の場合）

注意報
が発表されます

警報
が発表されます

特別警報
が発表されます

周りより低い場所など、危険な場所を

把握しておきましょう。

避難場所や避難ルートを確かめておきま

しょう。

気象情報や外の様子に注意をしましょう。

非常用品や避難場所、避難ルートを確認しま

しょう。

窓や雨戸の施錠を確認したり、必要であれば補

強をするなど、家の外の備えを点検しましょう。

災害に備えた、早めの準備が大切です。

普段の備え
を確認しましょう

雨が強くなると…

大雨が降り続くと…

さらに激しい大雨が
続くと…

　災害が発生したときに特別警報が発表されるわけではありません。
　特別警報が発表されなくても、注意報や警報、周りの状況から、早めの判断や行動が大切です。
　普段から、避難場所や避難経路を確認しておきましょう。

大雨の恐れのある
雨が降り出したら…

周囲の状況をよく確認し、あわてず、冷静に行

動しましょう。

避難勧告が出た場合は、すぐに避難所に避難し

ましょう。

ただし、外出が危険なときは、家の中で 2 階

以上の少しでも安全な場所に移動しましょう。

テレビ ラジオ インターネット 広報車・防災無線

明日は
大雨になりそう…


